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「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資
本
主
義
」
が
め
ざ
す
も
の
を

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、　

地
球
規

模
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
官
民
連
携
の

場
を
構
築
す
る
国
際
機
関
で
す
。「
地
球

規
模
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
」
と
、
言

葉
を
並
べ
る
事
は
簡
単
で
す
が
、
そ
の

課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
一
国
、
一
社
で

は
解
決
す
る
事
は
も
は
や
困
難
を
極
め

ま
す
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
政
界
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
、
お
よ
び

社
会
に
お
け
る
そ
の
他
の
主
要
な
リ
ー
ダ

ー
と
連
携
し
、
世
界
、
地
域
、
産
業
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
を
す
る
事
で
、
こ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
設
立
当
初
か
ら
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
本
部
を
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

に
置
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
北
京
、
東
京

に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

1
9
7
1
年
の
設
立
以
来
、
日
本
と
は
良

好
な
関
係
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
は
、「
組

織
は
、
社
会
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
々

に
対
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
」
と

す
る
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
理
論
に
基
づ

い
た
独
自
の
組
織
文
化
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
官
民
両
セ
ク

タ
ー
、
国
際
機
関
、
お
よ
び
学
術
機
関
か

ら
な
る
多
種
多
様
な
組
織
の
構
成
と
バ
ラ

ン
ス
に
は
、
特
に
留
意
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
を
も
た
ら

す
原
動
力
と
影
響
力
を
備
え
た
、
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
々
が
連
携
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
進
歩
が
生
ま
れ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資
本
主
義

（stakeholder capitalism

）

　

例
年
ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
で
開
催
さ
れ
る

年
次
総
会
は
、
2
0
2
0
年
1
月
、
50

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
年
の
年
次
総

会
の
テ
ー
マ
は
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資

本
主
義
」。
ま
た
、
2
0
2
1
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
る
事
を
鑑
み
、
1
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
「
ダ
ボ
ス
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
と
題
し
た

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
集
う
サ
ミ
ッ
ト
を
開

江
田 

麻
季
子

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム　

日
本
代
表

催
。
8
月
に
は
「
特
別
年
次
総
会
」
を
対

面
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
「
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資
本
主
義
」
に
つ
い
て

も
議
論
さ
れ
る
事
に
な
る
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資
本
主
義
は
、
日

本
で
は
昔
か
ら
よ
く
知
ら
れ
た
概
念
で

す
。
近
江
商
人
の
事
業
拡
大
の
基
本
で
も

あ
っ
た
「
三
方
よ
し
」
の
考
え
方
は
、
売

り
手
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
買
い
手
の
満

足
や
社
会
へ
の
貢
献
を
も
重
視
し
て
い
ま

し
た
。
商
人
に
と
っ
て
、
商
売
繁
盛
を
維

持
す
る
た
め
に
、
そ
の
市
場
の
長
期
に
わ

た
る
持
続
可
能
性
を
重
視
す
る
こ
と
は
不

可
欠
で
し
た
。

　

20
世
紀
に
な
る
と
日
本
企
業
は
、
数
十

年
も
の
長
き
に
わ
た
り
「
三
方
よ
し
」
と

い
う
経
営
理
念
を
保
持
し
続
け
な
が
ら
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
の
遅
れ
を

取
り
戻
し
て
早
急
に
立
て
直
し
を
図
ろ
う

と
、
よ
り
近
代
的
な
「
シ
ェ
ア
ホ
ル
ダ
ー

（
株
主
）資
本
主
義
」
と
い
う
考
え
方
を
取

2020年１月に開催された世界経済フォーラム第50回年次総会。各国・各界のリーダー約3000人が参加した。
（写真提供：世界経済フォーラム）
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り
入
れ
ま
し
た
。
日
本
企
業
が
挑
む
世
界

市
場
で
の
競
争
が
激
化
す
る
に
つ
れ
、「
シ

ェ
ア
ホ
ル
ダ
ー
資
本
主
義
」
が
重
要
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
今
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

気
候
危
機
、
人
口
動
態
の
変
動
と
い
っ
た

衝
撃
に
直
面
し
、
振
り
子
は
戻
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
価
値
創
造
を
目
指
す
と
い
う
時
代
の
訪

れ
は
、「
三
方
よ
し
」
を
知
る
日
本
に
と

っ
て
は
、
ま
さ
に
契
機
で
す
。

　

同
時
に
我
々
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

化
に
よ
り
社
会
の
課
題
が
世
界
規
模
で
提

起
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
速
度
で
す
べ
て
が
つ
な
が
る
第
四
次

産
業
革
命（
4
I
R
）
の
時
代
を
迎
え
て

い
る
事
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
の
未
来

　

第
四
次
産
業
革
命
に
よ
っ
て
自
動
化
の

勢
い
も
加
速
し
て
い
ま
す
。
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
発
表
し
た
「
仕
事
の
未
来
」

の
レ
ポ
ー
ト
の
最
新
版
で
は
、
自
動
化
、

そ
し
て
人
間
と
機
械
の
新
た
な
分
業
に
よ

り
、
2
0
2
5
年
ま
で
に
15
の
業
界
と
26

の
経
済
圏
の
中
規
模
・
大
規
模
企
業
で
、

世
界
で
8
5
0
0
万
人
の
仕
事
が
打
撃

を
受
け
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働

力
の
自
動
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
デ

ー
タ
入
力
、
経
理
や
事
務
と
い
っ
た
分
野

さ
に
我
々
は
そ
の
只
中
に
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
仕
事
が
変
わ
る
中
、
人
も
変

わ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
日
ま
で
の

仕
事
が
明
日
も
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
新
た
な

学
び
）
が
不
可
欠
な
も
の
に
な
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違
う
ス
キ
ル
を

身
に
着
け
る
、
つ
ま
り
将
来
的
に
成
長
が

見
込
め
る
分
野
に
向
け
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ

は
、
ま
さ
に
日
本
の
成
長
戦
略
の
鍵
と
も

な
り
得
る
で
し
ょ
う
。

多
様
性

　

急
速
な
変
化
に
合
わ
せ
て
変
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

人
種
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
性
の
深
化
で

す
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
・
レ
ポ
ー
ト
2
0
2
1
」
で
、

日
本
は
1
5
6
カ
国
中
1
2
0
位
と
い

う
ラ
ン
キ
ン
グ
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

企
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
経
済
発
展
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
、
多
様
性
は
欠
か
す
事

が
で
き
ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
公
平
性

は
、
企
業
、
そ
し
て
社
会
の
成
長
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
国
や
一
企
業
が
成

長
を
築
く
事
は
も
は
や
現
実
的
で
は
な
い

世
の
中
、
多
様
性
の
な
い
社
会
は
居
場
所

を
失
う
事
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

我
々
の
役
割

　

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資
本
主
義
、
仕
事

の
未
来
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
公
平
性
、
ど
れ

も
、
我
々
ひ
と
り
一
人
に
大
き
な
課
題
が

突
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
国

家
、
企
業
、
個
人
、
だ
け
で
は
駒
を
先
へ

進
め
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
積
極

的
に
考
え
、
行
動
す
る
事
。
大
き
な
変
革

の
只
中
、
誰
が
持
つ
か
わ
か
ら
な
い
ボ
ー

ル
は
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。

の
職
種
の
需
要
が
減
衰
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
の
経
営
陣
の
80
％
超
が
、
労

働
プ
ロ
セ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
新
た
な

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
展
開
す
る
計
画
を
推
進

し
つ
つ
あ
り
、
雇
用
主
の
50
％
が
、
社
内

の
何
か
し
ら
の
役
割
の
自
動
化
推
進
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
雇
用
喪
失
が
進
ん
で
い

る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
対
照
的
に
、

雇
用
創
出
の
鈍
化
が
続
い
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
労
働
市
場
が
予
想
以
上
に
急

速
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
遠
い
未
来
の
働
き
方
だ
と

思
っ
て
い
た
潮
流
が
前
倒
し
さ
れ
、
今
ま

世界経済フォーラム年次総会開催地。自然豊かなダボス（スイス）
（写真提供：世界経済フォーラム）
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